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Generative AI（生成 AI：以下、GenAI）とエッジイン
テリジェンスを強化する新たなデジタル基盤の必要性

調査に回答した日本の企業のうち、
約 84％は GenAIがすでに自社のビ
ジネスに変革をもたらしている、ま
たは今後 18か月以内に変革をもた
らすと考えている。1また、日本の企
業の 3分の 2は、AIワークロード
とアプリケーションがインフラスト
ラクチャを変革させる最大の推進力
であると回答している。2

別の調査では、日本企業の 38％が
GenAIアプリケーションを本番環
境に導入しており、52％が初期テ
ストや概念実証（POC）を実施し
ていることが明らかになった。1こ
の結果は、コアからエッジまでの
インフラストラクチャに GenAIが
大きな影響を与えていることを示
している。

GenAIの台頭によって業界の構造が再編さ
れつつあり、イノベーション、自動化、顧
客エンゲージメントにおいて、前例のない
機会が生まれている。

エッジコンピューティン
グは次世代のデジタルイ
ノベーションの最前線と
して関心を集めており、
「エッジの進化」を推進し
ている。それに伴い、レ
ジリエンスを備え、将来
を見据えたデジタルエコ
システムを構築するため
の変革的なアプローチが
求められている。

組織が GenAIの力を最大
限に活用するには、ユー
ザーやアプリケーション
に、より多くのインテリ
ジェンスを提供できるよ
う、エッジコンピューティ
ングを統合した最新のデ
ジタル基盤が必要となる。

Sources: 1 IDC’s Future Enterprise Resiliency and Spending Survey, 2024, Wave 10 (Japan n = 50), 2 IDC’s Worldwide Digital Infrastructure Sentiment Survey, 2024, (Japan n = 161),  
3 IDC’s Future Enterprise Resiliency and Spending Survey, 2024, Wave 8 (APEJ n = 250)

84%

38%

2025年は、アジア太平
洋地域の多くの企業にお
いて、エッジ ITに対す
る IT支出が最も増加す
ると予測されている。そ
の要因には、GenAIサー
ビスを遠隔地や顧客に近
づける必要性の高まりが
挙げられ、それによって
業界に特化したユース
ケースの可能性も拡大す
る。一方、日本はオンプ
レミスモデルからクラウ
ドへの移行が最優先事項
として挙げられ、エッジ
ITの優先度は 6位となっ
ている。3
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Sources: IDC, 2025, IDC CEO Survey, 2025

GenAI向けに最適化された、エッジユースケースをサポートする
デジタルインフラストラクチャの構築
AI（Artificial Intelligence：人
工知能）戦略とロードマップ
の推進は、日本の組織にとっ
て最も重要なテクノロジーの
取り組みである。これは、日
本の企業が AIによるメリッ
トを実現するため、高度なデ
ジタルテクノロジーの導入に
重点を置き、ビジネスの成長
に必要なパフォーマンス、柔
軟性、スケーラビリティを実
現する必要性が高まってい
ることを示している。企業
が GenAI向けに最適化された、
エッジユースケースをサポー
トするデジタルインフラスト
ラクチャを構築するには、コ
アからエッジまで網羅する戦
略を採用する必要がある。

● AI対応：運用効率を高め、次世代アプリケーションを構築して、パーソナ
ライズされたデータ主導の顧客エクスペリエンスを生み出す。

● GenAIの導入：重要となるエッジ導入をサポートするために、高速化された
小規模および大規模言語モデルと AIを活用したアプリケーションに投資する。

● 最新のエッジ IT：データが生成された場所でデータを処理し、コアへの頻
繁なデータ転送のコストを削減して、顧客の近くで低レイテンシー（低遅延）
のアプリケーションを運用する。

● エッジに最適化されたアーキテクチャ：分散型エンタープライズコンピュー
ティング、データ管理、接続要件に対応する。

● クラウドからエッジへ：パブリッククラウドへの投資をエッジまで拡張し、
接続性の高いデジタル ITインフラストラクチャを構築して、必要な場所に
サービスを提供する。

● 自律的な運用：AIテクノロジーを活用した効率的な IT運用と真のデジタル
エクスペリエンスを実現する。

AI対応 自律的な 
運用

デジタル 
インフラストラク
チャ CoE

ハイブリッドと
マルチクラウド

エッジ 
最適化
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IDCの Future of Digital Infrastructureフレーム
ワークは、組織が俊敏性、スケーラビリティ、
パフォーマンスの要求に対応しながらイノベー
ションと成長を推進できるよう、その実現に向
けたロードマップを提供する。

しかし、この接続性の高いクラウドベースのデジタル 
インフラストラクチャの構築には、いくつもの課題がある。

IDCの Future of Digital 
Infrastructureフレームワーク

将来を見据えたデジタルインフラストラクチャを構成する 6つの要素
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エッジ ITの可能性を解き放つ：日本の業界における変革的なユースケース

今後 18か月間でエッジ ITへの投資を促進するユースケースには
どのようなものがありますか？

52% 44%

34% 28%

AI、IoT（Internet of 
Things）、監視などの 
デジタル運用の 
サポート

コアリソースまたは 
クラウドリソースから 
切断された状態での 
運用のサポート

遠隔地での業務運営の
サポート

接続コストの削減

Source: IDC’s Future Enterprise Resiliency and Spending Survey, 2024, Wave 3 (Japan n = 50)

小売
オムニチャネル

体験

製造
サプライチェーン
アプリケーション

デジタルネイティブ
コンテンツデリバリー
ネットワーク

通信
リアルタイムの 

インサイト

エッジは、インフラストラクチャを分散して配置することによって、リアルタイムアプリケーションのレイテンシーを低減し、信頼性の低いネットワー
クによる問題を緩和して、急速に変化するビジネス環境へのより迅速な対応を可能にする。

企業は、デジタル運用をサポートし、コアリソースやクラウドリソースから切り離された場合も運用の継続性を確保するために、エッジコンピュー
ティングの導入を検討している。これは、多様な運用環境に渡ってシームレスな機能とレジリエンスを実現するために、エッジインフラストラクチャ
への依存が高まっていることを強く示している。



InfoBrief, sponsored by Akamai Technologies  
August 2025　|　IDC #AP242522IB

エッジの進化：コアからエッジまで成功を導く

5

エッジのパブリッククラウドモデルを推進するGenAIインフラストラクチャ

Sources: IDC’s Future Enterprise Resiliency and Spending Survey, 2024, Wave 2, (Japan n = 48), IDC’s Future Enterprise Resiliency and Spending Survey, 2024, Wave 3, (Japan n = 35)

トレーニング
ワークロードは
専有インフラ、
推論は IaaS

44%
42%

10%

2% 2%

トレーニング
ワークロードは

IaaS、推論は 
専有インフラ

トレーニングと
推論のどちらも

IaaS

トレーニングと
推論のどちらも
専有インフラ

トレーニングと 
推論を同程度ずつ

IaaSと専有 
インフラの両方に

増大するビジネス需要を満たすため、AIインフラストラクチャの多くがパブリッククラウドモデル上でデプロイされる予定である。

高性能を必要とするアプリケーションをサポートし、スケーラビリティを可能にするため、いくつかのエッジユースケースでは、GPU（Graphic 
Processing Unit）などの GenAIアクセラレーションコンピューティングの導入が推進されている。この GenAIとエッジコンピューティングの融
合によって、集中型クラウドリソースと分散型エッジ環境間のギャップが解消され、スケーラビリティと高性能の両方が可能になる。

将来のビジネス需要に備え、企業は GenAIインフラストラクチャに投資している GPUを含む、GenAIアクセラレーションコンピューティングの 
導入を推進する主要なエッジユースケース

98％ GenAIを導入している日本の企業のうち、 
トレーニングと推論のワークロードにパブリッククラウド IaaS

（Infrastructure as a Service）を活用することを予定している割合。 
これはアジア太平洋地域と比べて高い割合である。

GenAI ..................................................................................

予測型AI ..............................................................................

解釈型 AI ...........................................................................

テレメトリーとネットワークの最適化 ....................

48.6%

37.1%

28.6%

25.7%

22.9%

20%
OT（エッジにおける工場やその他の自動化産業
向けのオペレーションテクノロジー） ......................

動画編集、グラフィック、シミュレーション CGI ......
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CIOのためのガイド：コアからエッジまで、 
デジタル成功を導く 8つのベストプラクティス

結論

戦略をビジネスの目標と
一致させる
ビジネスの目標に沿った
包括的な戦略を策定す
る。現在の ITインフラス
トラクチャを評価し、さ
まざまなクラウド事業者
を検討して、それぞれの
ワークロードに最適なも
のを決定する。ITとビジ
ネス環境の進化に合わせ
て戦略も進化させる。

トレーニングとスキル 
向上に投資する
ITチームにトレーニン
グとスキル向上の機会を 
提供し、自信を持ってハ
イブリッドクラウド環境
を安全に構築できる体制
を構築する。

統合と相互運用性を共に
実現する
オープンスタンダードと API
（Application Programming 
Interface）の採用によって、
クラウドプラットフォーム
間のシームレスな統合を実
現する。エッジオーケスト
レーションツールを使用し
て、分散アプリケーション
とコンピューティングリ
ソースを効率的に管理する。

包括的なデータ管理戦略
を策定する
これには、データライフ
サイクル管理、データ主
権、ガバナンスフレーム
ワークの導入が含まれる。
AIと MLを使用してデー
タ分析を自動化し、デー
タの整合性を確保する。

エコシステムアプローチ
を採用する
クラウド事業者と提携
し、地域のパートナーと
堅牢なエコシステムを構
築することによって、接
続性の高いクラウドの
導入をサポートする。ま
た、業界固有のソリュー
ションを提供して、スキ
ルギャップの解消に取り
組む。

ガバナンスとセキュリティを 
強化する
データセキュリティ、コン
プライアンス、効果的な監
視のための強力なガバナン
スを導入する。暗号化、ゼ
ロトラストアーキテクチャ、
リアルタイムネットワーク
監視を実装する。エッジ
ケースに対して「設計段階
からセキュリティを組み込
む」アプローチを取り入れ、
規制を遵守し、AIや機械
学習（ML）によるデータ
分析の自動化を実現する。

自動化による管理の 
効率化
自動化ツールを活用し、
さまざまなクラウドにま
たがるアプリケーション
の導入と管理を簡素化す
る。人的エラーを削減し、
ITスタッフが戦略的な取
り組みに専念できるよう
にする。

FinOpsでコストを 
最適化する
FinOpsとクラウドコスト
の最適化戦略を採用して、
クラウドの使用状況を可
視化することで、経費圧
縮の機会を特定し、持続
可能なコスト管理を実現
する。コスト管理ツール
と AI/GenAI を使用して、
経費の可視化とリソース
割り当ての最適化を実現
する。

• 日本におけるデジタルインフラストラクチャの変革は
依然として遅れている。しかし、俊敏性、高いパフォー
マンス、安全性、コスト最適化機能を備えた ITシス
テムに対するビジネス需要の高まりによって、変化が
加速している。企業は、スケーラブルでオンデマンド、
かつコアからエッジまでシームレスに接続された最新
のインフラストラクチャ導入を最優先事項として挙げ
ている。

•	 パブリッククラウド IaaSは、AIのトレーニングや推
論用に GenAIを導入する場合に選ばれることが多い
選択肢であり、日本におけるクラウドサービスの成長
を促進している。同時に、エッジ IT投資も最優先の
投資対象となっており、組織は新しいワークロードを
サポートし、ビジネスイノベーションを推進するため
に、エッジ機能を刷新し拡張している。

•	 日本の組織が成功するには、AIの利用を拡大して運
用のパフォーマンスと効率性を高め、コアからエッジ
までのインフラストラクチャを刷新し、新しいワーク
ロードとビジネスイノベーションをサポートする必要
がある。そのためには、運用の複雑さ、移植性、コス
ト管理、セキュリティ、レイテンシーなどの課題に対
処する必要がある。

•	 相互運用性は今後ますます重要となる。そのためには、
複数のプラットフォームにまたがる集中管理によって
接続性の高いクラウドエクスペリエンスを実現するテ
クノロジーへの投資が必要となる。このアプローチは、
AI時代において、堅牢なガバナンス、セキュリティ、
コンプライアンスを確保するために不可欠である。
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IDCアナリストについて

Daphne Chungは、IDCのアジア太平洋地域（日本を除く）の Cloud Services 

and Softwareリサーチグループのリサーチディレクターである。シンガポールを
拠点に、クラウドソフトウェアの調査に重点を置いたクラウドサービスの調査に
取り組んでいる。Daphneは以前、Asia/Pacific Semiannual Software Trackerプロ
グラムを担当し、チームと共に、同地域のソフトウェア市場や関連するパブリッ
ククラウドサービス市場における主な動向と機会を分析し、インサイトを提供し
ていた。また、ライフサイエンス市場の調査に注力していたこともある。

Daphne Chungについて詳しくはこちら

IDCベンガルール支社を拠点とする Rajiv Ranjanは、Asia/Pacificチームのアソシエ
イトリサーチディレクターとして、インドのデジタルインフラストラクチャの将来
に関する調査を主導している。Rajivは、クラウドと AI（Artificial Intelligence：人
工知能）の調査プログラム管理に特に注力している。Rajivは、クラウドインフラス
トラクチャ戦略、市場開拓戦略、戦略的マーケティング、テクノロジーと業界全体
に渡るエンドユーザーインサイトの分野で、ITベンダー向けのアドバイザリー業務
を担当している。以前、アジア太平洋地域のエンタープライズストレージインフラ
ストラクチャの調査業務を担当していたこともある。

Rajiv Ranjanについて詳しくはこちら

Daphne Chung 
リサーチディレクター、 
Cloud Services and Software Research、 
IDC Asia/Pacific

Rajiv Ranjan 
アソシエイトリサーチマネージャー、 
IDC Asia/Pacific

https://my.idc.com/getdoc.jsp?containerId=PRF001472
https://my.idc.com/getdoc.jsp?containerId=PRF004492
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スポンサーメッセージ

アジア太平洋地域全体では、企業のインフラ戦略に対するアプローチ方法が大きく変わりつつあります。GenAI
がテスト段階を終えて実際のビジネスアプリケーションへと移行するにつれ、企業は従来型クラウドの限界に直
面する機会が増え、より速く、効率的で制御性の高いデータの処理方法について再検討する必要が生じています。

Akamai Technologies（以下、Akamai）の委託によって作成された本 IDC InfoBriefには、そのアジア太平洋地域全
体で展開されている変化の規模が示されています。調査では、アジア太平洋地域の企業の 96％が、2027年まで
に AIワークロード向けの IaaSに投資する予定であり、CIOの 80％が統合クラウドエッジサービスに依存するよ
うになると予測しています。このデータが示すように、エッジ型モデルは急速にデジタル分野における成功の基
盤になりつつあります。

今日、企業が直面している問題は、AIワークロードにエッジコンピューティングを採用すべきかどうかではなく、
競争力を維持するためにどれだけ早くインフラを進化させることができるかということです。Akamaiは、未来は
分散型であるという強い信念の下、20年以上に渡ってこのエッジの進化を先導してきました。

Akamai Cloudがコアからエッジまでのデジタル体験を強化、保護する方法の詳細については、akamai.comをご
覧ください。

Parimal Pandya
シニアバイスプレジデント、セールス兼マネージングディレクター
Akamai Technologies、アジア太平洋地域担当

https://www.akamai.com/
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